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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、衰退している商店街・小売市場が活性化していく上で重要な問題となっている「組織化」
プロセスを真正面から扱ったものである。まず小売商の現状と小売市場概史の検討を踏まえて、中小
小売商が直面する問題が組織化にある点が確認される。かつて小売市場は、ひとつの建物内に魚屋、
肉屋などの専門性の高い独立小売商が集合することで競争力を発揮した。しかし、それぞれが頑張る
「個店主義」は、ワンオーナーのスーパーが登場すると、店舗全体としての統一性に欠け、競争力を
低下させることになる。その後の小売市場の活性化は、対面販売からスーパーと同じ形態のセルフ販
売、一括集中レジを導入するとともに、「個店主義」を克服するプロセスであったともいえる。その
具体的事例として、SHOPPY. PLAZA ピュア１３（大阪市十三公設市場）、スーパーフレスコ（京都市
勧修公設小売市場）、フレッシュにしよど（大阪市西淀川公設市場）を取り上げ、インタビューに基
づく詳細な記述と分析が行われている。 
もっとも、小売市場の組織化は小売市場内にとどまらず、小売市場間の組織化、共同化も含んでい
る。なぜなら、競争相手であるスーパーが、いわゆるチェーン展開によって本部一括仕入れによる価
格の引下げ、オペレーションの標準化による効率性を生み出しているからである。対抗上小売市場も
共同仕入れに踏み出すことが求められ、この組織化に成功した数少ない事例としてＡＫＲ共栄会と大
阪市公設市場株式会社が取り上げられている。 
以上のような検討を通じて、独立した中小小売商の集合体である小売市場が直面している困難性は、
「内部的組織化」と「外部的組織化」の二重のプロセスにあること、また独立した中小小売商が「個
店主義」を克服していくためには、その独立性を単純に否定するフレスコのような会社組織（一元化）
の形態だけでなく、小売商が独立性や専門性を維持しながら（多元化）、相互の活動を調整していく
（集権化）方向（小売市場間としては、ネットワーク化）も示唆される。こうした所有形態（一元化、
多元化）と経営形態（集権化、分権化）に基づく組織化の類型化は、概念の精緻化が必要とされるが、
小売市場だけでなく、商店街の組織化問題にも適用できるものであり、今後の展開が大いに期待され
る。ヒアリングに基づく詳細な記述を踏まえた本論文は、従来の商店街・小売市場研究の水準を抜く
ものとして、審査委員会は一致して博士（商学）の学位に値するものと判断した。 
